
10．

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
か
ら
起
き
る
！

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４．

０
は
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
、
そ
れ
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
か
ら
起
き
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
既
存
の
組

織
の
な
か
で
は
育
た
な
い
。
既
存
の

組
織
の
中
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

シ
ー
ズ
（
種
子
）
が
芽
生
え
れ
ば
、

既
存
の
組
織
の
外
で
育
て
る
必
要
が

あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ー
ズ

は
、「
企
業
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
し
て

展
開
さ
せ
、
あ
る
い
は
、
ス
ピ
ン
ア

ウ
ト
し
て
、
新
会
社
で
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
し
て
育
て
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
経
済
学
者
ド
ラ
ッ
カ
ー
も
強
調

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
起
き
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
爆
発
は
、
グ
ー

グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど

の
Ｉ
Ｔ
系
新
興
企
業
や
、
さ
ら
に
Ｇ

Ｅ
な
ど
の
伝
統
的
企
業
が
、
出
資
し

て
育
て
上
げ
た
結
果
で
あ
る
。

グ
ー
グ
ル
は
10
年
間
で
１
３
０
社

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
出
資
し
た
と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
支
援
が
期
待
で
き
る
か

ら
こ
そ
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、

優
秀
な
技
術
者
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

に
集
ま
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
競
い
合

い
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
爆
発
し
た

と
い
え
よ
う
。
こ
の
爆
発
は
、
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
だ
け
で
な
く
、
イ
ス
ラ

エ
ル
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
中
国
深
玔
、

ロ
ン
ド
ン
な
ど
、
世
界
の
各
地
で
起

き
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
企
業
は
、
徹

底
し
て
「
自
前
主
義
」
で
あ
る
。
２

０
１
５
年
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
ト

ル
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の
投
資
額
は
、

米
国
は
約
７
兆
、
中
国
は
２
・
４
兆
。

日
本
は
、
わ
ず
か
１
２
０
０
億
円
で

あ
る
。

11．
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
商
品
化
は
、

Ｍ
＆
Ａ
で
構
築
！

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
商
品
化
が

で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
自
体
が
巨
大
企
業
に
育
ち
新

た
な
商
品
を
展
開
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
既
存
の
企
業
が
そ
の
成
果
を
吸

収
し
て
、
新
た
な
分
野
を
開
拓
す
る

と
い
う
こ
と
が
多
い
。

既
存
企
業
が
新
た
な
分
野
を
開
拓

す
る
手
段
は
Ｍ
＆
Ａ
で
あ
る
。
既
存

の
組
織
の
ま
ま
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
な

い
。
ド
イ
ツ
の
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
は
、

ボ
ッ
シ
ュ
と
並
ぶ
自
動
車
部
品
の
ト

ッ
プ
企
業
で
あ
る
が
、
同
社
は
も
と

も
と
は
世
界
第
４
位
の
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
１
９
９
８

年
か
ら
15
年
間
で
、
全
世
界
か
ら
１

０
０
社
を
買
収
し
、
い
ま
や
自
動
運

転
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

日
本
も
、
日
本
電
産
の
よ
う
に
積

極
的
に
Ｍ
＆
Ａ
を
展
開
す
る
企
業
も

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
数
的
に
そ
の
４

分
の
１
以
下
で
あ
り
、
規
模
的
に
も

か
な
り
差
が
あ
る
。

ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応

す
る
に
は
、
将
来
性
の
あ
る
分
野
に

経
営
資
源
を
集
中
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
将
来
に
期
待
で
き

な
い
分
野
や
競
争
力
を
失
っ
た
分
野

か
ら
撤
退
し
、
資
金
を
有
力
部
門
に

集
中
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
リ
ー
ド
す
る

Ｇ
Ｅ
は
、
世
界
中
で
金
融
部
門
を
売

り
ま
く
り
、
経
営
資
源
を
成
長
部
門

に
集
中
し
て
い
る
。

他
方
、
日
本
企
業
は
、
こ
の
よ
う

な
、「
集
中
と
選
択
」
が
で
き
な
い
。

韓
国
や
中
国
に
対
し
て
価
格
競
争
力

を
失
っ
た
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
液

晶
パ
ネ
ル
、
メ
モ
リ
ー
（
半
導
体
）

か
ら
撤
退
で
き
ず
、
日
本
の
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
は
総
倒
れ
と
な
っ
た
。

自
動
運
転
、
電
気
自
動
車
、
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
嵐
の
中
で
、

日
本
の
自
動
車
業
は
、
生
き
残
れ
る

だ
ろ
う
か
。

12．

な
ぜ
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
支
援
で
き

ず
、
戦
略
的
Ｍ
＆
Ａ
が
で
き
な
い

か
？日

本
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
少
な
い
根

本
的
な
原
因
は
、
た
だ
一
つ
。
そ
れ

に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
人
間
が
少
な

い
か
ら
で
あ
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
を
支
援
す
る
ベ
ン
チ

ャ
ー
キ
ャ
ピ
ト
ル
、
エ
ン
ゼ
ル
、
既

存
企
業
が
乏
し
い
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
し
か
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
増
え

れ
ば
、
支
援
者
が
増
え
る
。
国
内
に

な
け
れ
ば
、
海
外
か
ら
支
援
を
受
け

れ
ば
い
い
の
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど

を
み
れ
ば
明
ら
か
だ
。
こ
こ
は
人
口

比
で
最
も
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
盛
ん
な
国

だ
が
、
そ
れ
は
世
界
中
か
ら
出
資
者

を
募
っ
て
い
る
か
ら
可
能
と
な
っ
た

の
だ
。

Ｍ
＆
Ａ
が
少
な
い
の
も
、
同
根
で

あ
る
。
企
業
が
買
収
し
よ
う
と
す
る

と
、
あ
る
い
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
出
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■ 随想　「甘え」が日本を滅ぼす

資
し
よ
う
と
す
る
と
、「
い
ま
ま
で
企

業
を
支
え
て
い
た
の
は
自
分
た
ち
だ
。

な
ぜ
、
外
に
た
よ
る
の
か
。
そ
の
よ

う
な
金
が
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
給

料
を
上
げ
ろ
」
と
の
大
合
唱
と
な
る
。

ま
し
て
や
、「
選
択
と
集
中
」
で
、

あ
る
部
門
を
売
却
す
る
と
な
れ
ば
、

こ
ぞ
っ
て
反
対
と
な
る
。「
い
ま
ま
で

企
業
を
支
え
て
い
た
の
は
自
分
た
ち

だ
。
な
ぜ
、
オ
レ
た
ち
だ
け
が
犠
牲

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

と
。経

営
者
は
、
従
業
員
の
こ
の
よ
う

な
意
識
を
十
分
に
知
っ
て
い
る
か
ら
、

積
極
的
に
買
収
で
き
な
い
し
、
売
却

は
も
っ
と
困
難
な
作
業
と
な
る
。

こ
の
根
本
原
因
は
、
従
業
員
と
会

社
の
関
係
が
「
契
約
関
係
」
に
な
っ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
雇
用
契
約

は
、
被
雇
用
者
に
は
、
仕
事
に
対
す

る
「
誠
実
さ
」
と
「
真
摯
さ
」
を
要

求
し
、
会
社
は
、
給
料
で
そ
れ
に
答

え
る
。

し
か
し
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な

「
契
約
原
理
」
は
機
能
し
て
い
な
い
。

求
め
ら
れ
る
の
は
「
誠
実
さ
」
や

「
真
摯
さ
」
で
な
く
、「
忠
誠
心
」
で

あ
る
。
ま
た
、
従
業
員
は
、
そ
れ
を

持
つ
こ
と
で
会
社
に
対
す
る
帰
属
意

識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、「
安
心
感
」

に
つ
な
が
る
。
こ
こ
で
は
、
入
社
は

契
約
で
な
く
、
自
分
の
人
生
を
投
入

す
る
人
格
没
入
行
為
と
な
る
。

入
社
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

会
社
が
自
分
の
人
生
そ
の
も
の
と
な

り
、「
○
○
会
社
の
社
員
」
と
い
う
ス

テ
ー
タ
ス
が
何
よ
り
も
大
事
で
、
そ

の
ま
ま
定
年
ま
で
い
た
い
し
、
定
年

後
も
、「
も
と
○
○
会
社
の
従
業
員
」

と
い
う
こ
と
が
「
心
の
支
え
」
と
な

る
。こ

れ
を
支
え
て
き
た
の
が
、
新
卒

一
括
採
用
主
義
、
新
人
教
育
、
年
功

序
列
、
終
身
雇
用
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

年
功
序
列
は
い
ま
で
も
根
強
く
残
存

し
て
い
る
が
、
終
身
雇
用
は
、
経
済

の
変
動
で
、
企
業
自
体
が
維
持
で
き

な
く
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま

で
も
意
識
は
終
身
雇
用
を
強
く
求
め

て
い
る
し
、「
忠
誠
心
」
が
最
も
重
要

な
意
識
で
あ
る
。

契
約
関
係
で
あ
れ
ば
、
雇
用
さ
れ

て
い
る
以
上
、
誠
実
に
仕
事
を
す
る

が
、
そ
の
会
社
で
自
分
の
能
力
が
生

か
さ
れ
て
い
な
い
と
み
れ
ば
、
生
か

せ
る
よ
う
転
職
す
る
。「
忠
誠
心
」
は

不
要
で
あ
る
。

両
者
の
違
い
は
、
会
社
が
Ｍ
＆
Ａ

で
他
社
を
買
収
し
た
り
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
に
出
資
す
る
と
き
に
明
ら
か
に
な

る
。
契
約
原
理
に
基
づ
い
て
い
れ
ば
、

従
業
員
に
と
り
Ｍ
＆
Ａ
の
買
収
な
ど
、

ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
会
社
と
人
格
的
に
結
び
つ
い

て
い
れ
ば
、
自
分
が
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
た
と
感
じ
、
反
対
の
大
合
唱
と

な
る
。

経
営
陣
は
、
従
業
員
の
、
こ
の
意

識
を
痛
い
ほ
ど
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、

Ｍ
＆
Ａ
に
消
極
的
に
な
る
。
こ
と
に

売
却
す
る
と
き
に
深
刻
と
な
る
。
そ

の
結
果
、
日
本
で
企
業
を
売
却
す
る

の
は
、
経
営
が
傾
い
た
時
か
、
後
継

者
が
い
な
い
と
き
で
あ
る
。

13．

な
ぜ
、
雇
用
が
契
約
に
な
ら
な

い
の
か
？

欧
米
人
、
こ
と
に
ア
ン
グ
ロ
サ
ク

ソ
ン
、
北
欧
系
で
は
家
族
は
夫
婦
が

単
位
で
あ
る
。
子
供
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
を
一
人
前
に
育
て
て
社
会
に
送

り
出
す
こ
と
が
、
そ
の
夫
婦
の
親
と

し
て
の
責
務
と
な
る
。
親
離
れ
、
子

離
れ
が
当
然
の
前
提
で
、
子
供
は
自

分
で
、
自
分
が
何
を
で
き
る
の
か
、

ど
う
し
た
ら
一
人
で
生
き
て
い
け
る

か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
こ
の
よ
う

な
親
離
れ
、
子
離
れ
の
意
識
が
な
い
。

自
立
す
る
ス
テ
ッ
プ
が
な
く
、
子
供

の
と
き
の
親
に
対
す
る
「
甘
え
」
の

意
識
が
い
つ
ま
で
も
残
る
こ
と
に
な

る
。高

校
生
の
頃
は
、
本
来
、
自
分
が

何
を
で
き
る
の
か
、
真
剣
に
考
え
る

時
期
だ
が
、
日
本
の
高
校
で
は
そ
の

よ
う
な
機
会
は
与
え
な
い
。

「『
自
分
が
何
を
で
き
る
の
か
』
考

え
る
暇
が
あ
っ
た
ら
、
受
験
勉
強
を

や
っ
て
、
良
い
大
学
に
入
り
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
バ
ラ
色
の
人
生
が
待

っ
て
い
る
よ
」
と
い
わ
れ
る
。
大
学

に
入
れ
ば
、
少
し
遊
ば
せ
て
く
れ
、

そ
の
後
は
国
が
決
め
た
日
か
ら
、「
用

意
ド
ン
！
」
で
就
活
に
走
り
回
る
。

ま
る
で
、
小
学
生
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
企
業
も
「
新
卒
一
括
採
用
主

義
」
で
答
え
て
く
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
高
校
か
ら
す

ぐ
大
学
に
入
る
の
は
少
数
派
で
あ
り
、

外
国
に
出
て
働
い
て
み
た
り
し
な
が

ら
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
探
す
。

そ
し
て
勉
強
す
べ
き
こ
と
が
決
ま
っ

て
か
ら
大
学
に
は
い
る
。
卒
業
後
も
、

若
年
の
う
ち
は
何
回
か
転
職
し
て
自

分
の
道
を
探
す
。
そ
の
結
果
、
大
学

生
は
、
社
会
人
が
半
数
近
く
に
な
る
。

入
社
後
も
、
そ
こ
が
自
分
の
働
く
場

所
で
な
い
と
思
え
ば
、
当
た
り
前
の

如
く
転
職
す
る
。

欧
米
と
日
本
の
こ
の
違
い
は
、
雇

用
契
約
の
観
念
に
重
要
な
影
響
を
与

え
る
。
日
本
で
は
、
入
社
は
親
離
れ

し
な
い
子
供
が
、
会
社
と
い
う
「
大

き
な
家
族
」
の
一
員
に
な
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
親
子
関
係
が
一
生

切
れ
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
会
社

と
の
関
係
も
一
生
続
い
て
ほ
し
い
の

で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
契
約
観
念
が

発
達
し
な
い
。

こ
こ
で
は
、
会
社
の
買
収
は
「
家

族
」
に
よ
そ
者
が
入
っ
て
く
る
こ
と

で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

と
な
る
。
売
却
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は

親
子
の
縁
を
切
る
こ
と
に
な
る
。
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
ま
し
て

や
、
親
離
れ
で
き
な
い
子
供
が
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
に
挑
戦
す
る
と
い
う
こ
と

な
ど
想
像
も
で
き
な
い
。

金
子
博
人

（
か
ね
こ
・
ひ
ろ
ひ
と
）

金
子
博
人
法
律
事
務
所
。
弁
護
士
。
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
（
商
法
）
終
了
。

１
９
７
７
年
４
月
弁
護
士
開
業
。
国
際
旅
行
法
学
会

（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
会
員
。
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学

院
、
日
本
大
学
法
科
大
学
院
講
師
。
市
場
取
引
監
視

委
員
会
委
員
（
東
京
工
業
品
取
引
所
）。
日
本
プ
ラ

イ
ム
リ
ア
ル
テ
ィ
投
資
法
人
執
行
役
員
。
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